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令
和
７
年
度
第
65
回
春
野
商
工
会
通
常
総
会
が
５
月
23
日
（
金
）
ホ
テ
ルS

P
-
h
a
r
u
n
o
-

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
は
、
会
員
総
数
２
５
６
名
の
内
、
会
員
出
席
47
名
・
委
任
状
を
含
む
議
決
権
総
数
１

８
８
名
に
よ
っ
て
、
以
下
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
並
び
に
財
産
目
録
の

承
認
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
関
す
る
件

第
３
号
議
案

特
別
会
計
の
承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
労
働
保
険
事
務
組
合
春
野
商
工
会

収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
令
和
７
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、
左
記
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
１
号

令
和
６
年
度
収
支
更
正
予
算
専
決
処
分
報
告
に
関
す
る
件

報
告
第
２
号

令
和
６
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
関
す
る
件

報
告
第
３
号

令
和
６
年
度
行
政
懇
談
会
開
催
に
関
す
る
件

報
告
第
４
号

春
野
町
青
色
申
告
会
解
散
に
関
す
る
件

議
事
・
報
告
事
項
後
の
来
賓
紹
介
で
は
、
お
忙
し
い
中
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
左
記
７
名
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

高
知
市

市
長

桑
名

龍
吾
様

代
理

商
工
振
興
部

商
業
振
興
課

課
長

松
尾

大
樹
様

高
知
県
議
会

議
員

久
保

博
道
様

高
知
市
議
会

議
員

岡
﨑

豊
様

高
知
県

産
業
振
興
推
進
部

地
域
産
業
振
興
監

澤
村

則
和
様

高
知
市

農
林
水
産
部

春
野
地
域
振
興
課

課
長

門
脇

清
明
様

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店

支
店
長

兼

国
民
生
活
事
業
統
轄

宮
原

大
和
様

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社

高
知
支
社

高
知
第
五
営
業
所

営
業
課
長

奥
村

妙
子
様

来
賓
紹
介
の
後
は
、
高
知
市

市
長

桑
名
龍
吾
様
よ
り
頂
戴
し

ま
し
た
ご
祝
辞
を
、
高
知
市
商
工
振
興
部

商
業
振
興
課

課
長

松
尾
大
樹
様
よ
り
代
読
い
た
だ
き
ま
し
た
他
、
衆
議
院
議
員

尾

﨑
正
直
様
、
参
議
院
議
員

広
田
一
様
よ
り
い
た
だ
い
た
祝
電
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
は
57
名
が
出
席
し
、
大
変
盛
況

な
懇
親
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
よ
り
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た

来
賓
の
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。
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衆
議
院
議
員

尾
﨑
正
直
様

高
知
市
議
会

議
員

氏
原

嗣
志
様

懇
親
会
で
は
、
衆
議
院
議
員

尾
﨑
正
直
様
、
高
知
県
議
会
議
員

久
保
博

道
様
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
所
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
・
会
員
の
皆
様
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
も
春
野
商
工
会
の
事
業
へ
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

第
65
回
春
野
商
工
会
通
常
総
会

開
催
の
ご
報
告
と
御
礼

令
和
７
年
度

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

採
択

春
野
商
工
会
に
お
け
る
令
和
７
年
度
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
事
業
の
採

択
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
個
者
支
援
を
実
施
し

て
い
く
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
経
営
発
達
支
援
計
画
と
は
？
】

小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
の
向
上
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
戦
略
に
よ
り

踏
み
込
ん
だ
「
伴
走
支
援
」
を
実
施
す
る
た
め
、
商
工
会
と
市
町
村
が
共
同

で
作
成
す
る
事
業
計
画
で
す
。
当
会
で
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
５
年
間
の

計
画
を
作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
年
間
を
通
し

て
、
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
小
規
模
事
業
者
の
売
上
拡
大
、
販
路

拡
大
、
生
産
性
向
上
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
主
な
事
業
】

〇
事
業
計
画
策
定
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
及
び
個
別
指
導

内
容
：
自
社
決
算
の
状
況
お
よ
び
そ
の
変
動
要
因
の
把
握
を
理
解
す
る
た
め

決
算
書
の
読
み
方
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ま
た
事
業
計
画
の
立
案

手
法
と
し
て
、C

h
a
t
G
P
T

等
の
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
計
画
立
案
な
ど
各
種
支

援
ツ
ー
ル
の
活
用
を
促
し
、
事
業
計
画
策
定
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
講
義
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

講
師
：
タ
ク
テ
ィ
ス

経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス

代
表

田
村
樹
志
雄
氏

実
施
予
定
時
期
：
９
月
～
10
月

参
加
事
業
者
は
改
め
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

〇
デ
ジ
タ
ル
個
別
指
導

内
容
：
自
社
Ｈ
Ｐ
へ
の
集
客
及
び
売
上
高
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
等
に
つ
い
て
、
数
カ
月
に
わ
た
り
検
証
と
分
析
を
繰
り
返
し

な
が
ら
指
導
を
行
い
ま
す
。

講
師
：
ば
ふ
え
ん
ご
（
池
上
幸
男
相
談
所
）

代
表

池
上
幸
男
氏

実
施
予
定
期
間
：
８
月
～
12
月

〇
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
大
阪
展
へ
の
出
展
支
援

内
容
：
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
造
船
、
鉄
道
等
の
関
連
企
業
と
の
商
談

及
び
成
約
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
支
援
し
ま
す
。

開
催
日
：

10
月
１
日
～
10
月
３
日

〇
高
知
市
お
ま
ち
多
目
的
広
場
で
の
商
談
販
売
会

出
展
支
援

内
容
：
高
知
市
の
中
心
市
街
地
お
ま
ち
多
目
的
広
場
で
の
商
談
販
売
会
へ

の
出
展
を
支
援
し
、
来
店
型
店
舗
を
有
す
る
事
業
者
の
新
た
な
顧
客
の
開

拓
、
来
店
型
店
舗
を
有
し
な
い
事
業
者
の
新
た
な
需
要
の
発
見
を
目
指
す
。

直
接
顧
客
の
声
を
聞
く
こ
と
で
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
良
、
価
格
設
定
の

検
討
、
新
商
品
開
発
等
を
期
待
す
る
。

実
施
予
定
日
：

11
月
29
日

参
加
事
業
者
は
改
め
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

本
事
業
に
ご
関
心
の
あ
る
事
業
者
様
は
春
野
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

令
和
７
年
５
月
３
日(

土
・
祝)

春
野
町
種
間
寺
に
て
、
お
遍
路
さ
ん
へ

の
接
待
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
事
業
は
、
地
域
貢
献
を
目
的
に
、
お

遍
路
さ
ん
へ
ト
マ
ト
や
冷
や
し
飴
な
ど
を
提
供
し
、
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。

四
国
八
十
八
箇
所
第
三
十
四
番
札
所
で
あ
る
種
間
寺
は
、
弘
法
大
師
が

開
基
し
た
真
言
宗
の
寺
で
あ
り
、
連
休
中
は
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
中
、

女
性
部
員
た
ち
は
春
野
町
産
の
ト
マ
ト
や
春
野
町
内
で
製
造
さ
れ
た
冷
や

し
飴
を
振
る
舞
い
な
が
ら
春
野
町
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
高
知
南
警
察

署
よ
り
提
供
さ
れ
た
交
通
マ
ナ
ー
の
チ
ラ
シ
や
お
土
産
を
配
り
な
が
ら
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

接
待
を
受
け
た
参
拝
客
か
ら
は
、

「
初
め
て
冷
や
し
飴
を
飲
ん
だ

が
美
味
し
か
っ
た
」
「
丁
寧
な

接
待
を
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り

が
た
い
」
「
ま
た
春
野
町
に
来

た
い
」
と
い
っ
た
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
実
り
あ
る
活
動
と
な

春
野
商
工
会

女
性
部

種
間
寺
で
お
遍
路
さ
ん
を
接
待
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Ｑ
１
．
そ
も
そ
も
１
０
３
万
円
の
壁
っ
て
何
で
す
か
？

１
０
３
万
円
の
壁
と
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
給
料

を
も
ら
っ
て
い
る
給
与
所
得
者
の
所
得
税
の
計
算
に
お
い
て
税
金
が
課
さ
れ
な
い

給
与
等
の
収
入
の
限
度
額
１
０
３
万
円
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
基
礎
控

除
額
48
万
円
と
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
55
万
円
を
足
し
た
金
額
と
な
り
ま

令
和
７
年
５
月
31
日(

土)

春
野
公
民
館
弘
岡
中
分
館
に
て
、
は
る
の
土
曜
夜
市
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
春
野
町
青
年
団
が

主
催
す
る
地
域
の
こ
ど
も
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
春

野
商
工
会
も
後
援
し
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
は
、
当
イ
ベ
ン

ト
へ
の
設
営
と
飲
食
販
売
で
協
力
し
ま
し
た
。
当
日
は
11
名

の
青
年
部
員
が
参
加
し
、
テ
ン
ト
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
本
部

等
の
設
営
を
主
導
し
、
ホ
テ
ルS

P
-
ha
r
u
n
o
-

製
造
の
パ
イ
ン

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
か
ら
あ
げ
・
ス
タ
ミ

ナ
焼
き
、
生
ビ
ー
ル
・
サ
ワ
ー
・
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
し
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
、
地

域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
は
、
経
営
者
の
資
質
向
上
を
目
指
す
講
習
会
・
研

修
会
等
の
開
催
、
地
域
貢
献
、
商
工
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

人
脈
作
り
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
春
野
商
工
会
青
年
部
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
春
野
商
工
会
青
年
部
で
は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
商
工
会
会
員
も
し
く
は
会
員
の
親
族
、
法
人
役
員
、
後

継
者
等
で
45
歳
以
下
の
男
女
が
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

興
味
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
青

年
部
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
野
商
工
会
青
年
部

部
長

津
野
彰
太
郎
（
有
限
会
社
岡
林
木
材
）

春
野
商
工
会

青
年
部

は
る
の
土
曜
夜
市

設
営
協
力
と
出
店

す
。
基
礎
控
除
額
と
は
、
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
に
誰
で
も
所
得
か
ら

一
律
で
差
し
引
か
れ
る
金
額
で
す
。
給
与
所
得
控
除
額
と
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
給
与
所
得
者
の
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
の
概
算
経
費
で
す
。

事
業
者
で
あ
れ
ば
、
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
を
計
算
し

ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
は
自
分
で
仕
事
に
必
要
な
も
の
を
購
入
し

て
も
直
接
経
費
に
は
で
き
な
い
た
め
概
算
経
費
と
し
て
給
与
の
収
入
額
に

応
じ
て
給
与
所
得
控
除
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

Ｑ
２
．
令
和
７
年
の
改
正
で
１
０
３
万
円
の

壁
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

給
与
所
得
者
の
所
得
税
の
計
算
に
お
い
て

税
金
が
課
さ
れ
な
い
給
与
等
の
収
入
の
限
度

額
１
０
３
万
円
は
、
令
和
７
年
の
税
制
改
正

で
１
６
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
基
礎
控
除
額
48
万
円
が
95
万

円
に
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
55
万

円
が
65
万
円
に
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
）
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
７
年
以
後
の

所
得
税
の
計
算
で
は
給
与
等
の
収
入
が
１
６

０
万
円
ま
で
は
所
得
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
３
．
基
礎
控
除
額
は
ど
の
よ
う
な
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
か
？

Ｑ
１
で
、
基
礎
控
除
額
は
「
誰
で
も
一
律
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
実
は

令
和
２
年
以
降
は
合
計
所
得
金
額
が
２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
と
所
得
に

応
じ
て
段
階
的
に
基
礎
控
除
額
が
減
額
さ
れ
、
２
５
０
０
万
円
を
超
え
る

と
基
礎
控
除
額
は
０
円
と
な
り
誰
で
も
一
律
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
令
和
７
年
の
改
正
で
は
、
図
２
の
と
お
り
、
給
与
等
の
収
入
が

２
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
基
礎
控
除
額
は
95
万
円
と
な
り
、
給
与
等
の

収
入
が
２
０
０
万
円
を
超
え
る
と
段
階
的
に
基
礎
控
除
額
が
減
額
し
て
い

く
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
給
与
等
の
収
入

が
２
０
０
万
円
超
８
５
０
万

円
以
下
の
場
合
に
は
令
和
７

年
及
び
令
和
８
年
の
２
年
間

限
定
で
基
礎
控
除
額
の
上
乗

せ
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
４
．
給
与
所
得
控
除
は
ど

の
よ
う
な
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
か
？

令
和
７
年
の
改
正
で
は
、
Ｑ
２
．
で
示
し
た
と
お
り
給
与
所
得
控
除
の

最
低
保
障
額
55
万
円
が
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
低
保
障
額

の
65
万
円
の
給
与
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
給
与
等
の

収
入
額
が
１
９
０
万
円
以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。
給
与
等
の
収
入
額
が
１

９
０
万
円
を
超
え
る
方
は
、
改
正
前
の
給
与
所
得
控
除
額
と
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

給
与
等
の
増
額
又
は
正
規
雇
用
転
換
を
行
う
県
内
中
堅
企
業
者
及
び
中
小
企
業
者
等
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
省
力
化
機
械
装
置
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性
向
上
の
取
組
を
支
援
。

〈
主
な
要
件
〉

○
一
般
枠
：
給
与
支
給
総
額
1.5
％
／
年
の
増
加
ま
た
は
正
規
雇
用
へ
の
転
換
１
名
、
付
加

価
値
額
1.5
％
／
年
以
上
増
加
計
画
、
事
業
計
画
の
策
定
な
ど

※
補
助
金
申
請
額
が
１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
一
部
省
略
可

○
上
乗
せ
枠
：
「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
「
中
小
企
業
省
力
化
投

資
補
助
金
」
の
補
助
事
業
の
実
施
場
所
を
高
知
県
と
し
て
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
事
業

者〈
補
助
金
額
・
補
助
率
〉

○
一
般
枠
：
上
限
４
５
０
万
円
・
１
／
２
以
内

○
上
乗
せ
枠
：
上
限
１
千
万
円
ま
で
・
１
／
12
～
１
／
４
以
内

〈
対
象
経
費
・
活
用
例
〉

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
機
械
装
置
を
含
む
）
の
導
入
に
要

す
る
経
費

製
造
業
の
例
：
製
品
の
不
具
合
判
定
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
作
業
負
担

軽
減
、
不
具
合
品
減
少
を
図
る

飲
食
業
の
例
：
セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
注
文
業
務
・

注
文
時
間
の
短
縮
を
図
る

建
設
業
の
例
：
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
測
量
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業

務
時
間
短
縮
・
安
全
性
の
向
上
を
図
る

〈
応
募
締
切
〉

○
一
般
枠
（
２
次
募
集
）
：
７
月
10
日
（
木
）

○
上
乗
せ
枠
：

８
月
29
日
（
金
）
※
予
算
の
上
限
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

〈
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
〉

高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
促
進
事
業
事
務
局

☎
0
8
8
-
8
46
-
7
0
87

り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
春
野
商
工

会
女
性
部
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
春
野
商
工
会
女
性
部

で
は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
女
性
部
部
員
ま
た
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
野
商
工
会
女
性
部

部
長

上
田
里
有
（
有
限
会
社
ピ
ー
・
プ
ラ
ン
）

や
さ
し
い
税
務
Ｑ
＆
Ａ

１
０
３
万
円
の
壁
は
結
局
ど
う
な
っ
た
？

令
和
７
年
度

高
知
県
デ
ジ
タ
ル
技
術
促
進
事
業
費
補
助
金

２
次
募
集

春野商工会公式LINEでは経営に役立つ補助
金や助成金、施策、制度改正等の情報を配信
しております。また、チャット機能によるオ
ンライン相談も受け付けております。登録が
まだの方は、以下のQRコードから
ご登録ください。


